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　11月の中旬頃になれば熊は冬眠すると言うのが常識でしたが、この冬は12月になっても年を越しても

人里に現れて被害者が続出するという異例の事態です。冬眠しない熊について専門家は山にドングリな

どの餌が無ければ冬眠できずに人里に出没することはあり得る、当然の出来事だと述べています。

　そもそも熊の冬眠はリスなどと異なり眠りが浅く、リスは体温が 5度くらいまで下がり、心拍数も仮

死状態のように少なくなるのに比べ、熊は体温を30～35度に維持し心拍数も通常より多少減る程度で、

冬眠と言うより仮眠に近いのだそうです。

　チョッとした物音でも目を覚まし、巣に近づいたシカの足音で起きて襲って食い殺す例もあるとか

……腹いっぱいで寝ていれば、シカの足音がしても「シカト」してくれるのでしょうが。

　そんな熊が人里に現れれば襲われて死者が出るのも十分あり得ることです。昨年の秋は木の実が極端

に不作だったため、通常ならお腹いっぱい食べて体重を 3割、 5割増やして冬眠するのですが、ハラペ

コですから人里に降りて来て柿を見つけて大喜びし、民家のゴミ置き場や収穫した農作物の入った倉庫

を物色し、飼われているニワトリや時には飼い犬まで犠牲になる始末です。

　初めから食べるのが目的で人を襲うわけではなく、敵とみなして襲い掛かるようですが、いずれにし

ても日常のように出歩くのは危険です。とは言っても、散歩を控えるのは当然としても、新聞配達やニ

ワトリの世話まで控えるわけにはいきません。居酒屋、食堂など、客足が途絶えた夜の商店街が可哀そ

うですね……出前も危険だし。

　人里に出没する熊は慣れ過ぎていて、自動車のヘッドライトを向けてもクラクションを鳴らしても、

全く逃げずに平気でエサを食べている……こうなるとクマよけの鈴など役に立つのかと不安になりま

す。こうしていれば大丈夫と過信するのは危険です。

　一日中、夜中でも山をうろつく熊に恐れをなして山姥まで逃げ出し、人里の金物屋で包丁とぎのアル

バイトをする始末で、どちらが怖いのかとは思いますが、そもそも熊のプーさんだとか熊本県のマスコッ

トのくまモンだとか、クマさんはカワイイというイメージを持たせたのが悪い。プーさんもくまモンも

肩身の狭い思いをしているでしょうが、落語でも熊さんはよく出て来る登場人物なので、落語家も熊さ

んの代わりにパンダさんで演じなくてはなりません。

　そんな中、私の住む千葉県は本州で唯一、熊がいない県とされていて、ハイキングやキャンプの客は

千葉に集中。どこのキャンプ場やBBQガーデンも予約でいっぱいだそうです。熊出没の恩恵を受けるの

は中国人インバウンド旅行者の恩恵を受けるより非難を浴びそうですが……

　そんな千葉県は野生動物の害とは無縁かと言うと、そうでもありません。別の動物の被害に頭を痛め

ています。来月の話題はその話ですが、熊などの写真を撮るために山に入ろうとは思わないので、今月、

来月は写真無し、文章だけで失礼をいたします。まさかクマのぬいぐるみの写真を載せるわけにもいか

ないですし。
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で頂いていた最中で残念でなりません。

　これまで本当にありがとうございました。

　橋幸夫さんが遺してくださった184枚のシングルとその他の楽曲たちは、これからも永遠に歌い継が

れ、世代を超えて人々に夢と幸せを与え続けるでしょう。

　生涯現役の歌手活動お疲れ様でした。どうか安らかにお眠りください。

　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

　　ビクターエンタテインメント　スタッフより。

　ファンもかなりの人数だったが、告別式の当日大雨に見まわれ、200人程もはいるテントの中は雨水が

入り、大変だった。20分程で雨も上がり、天気になったが、近くの春日町まで来ると雨はゼンゼン降ら

なかったと言う。伝通院の近くだけ大雨だったようである。

　人生みんな誰でもかならず終焉はある。どんな有名な人も、そうでない人も。こんな事を考えながらあ

の会場にも流れていた「潮来笠」の歌詞を思い出しながら「志」のお返しの手箱をお受けし、伝通院を後に

した。

記　令和 7年 9月20日

伝通院の表入口一般の参拝者も見られる。 告別式に参列者大雨の後の風景
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